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「土質工 学用語の 標準記号」 の 改正 につ い て

地 盤工学 会基準部

　「土質工 学用語 の 標準記号」 は，1957年に初め て 制定

さ れ，そ の 後1969年 ， 1979年 ， 1982年，1983年 に
一

部

追加
・
修正な どが行われ，今 日に 至 っ て い る。こ の 間の

改 正 は47用 語 の 追 加 と修正 で あ り，全体的な見直 しは，

行われ て い な い
。

　そ の後 ， 学会名 が 「土質工 学会」 から 「地盤工 学会」

に 変更 とな り，学会の 対象 とす る分野 も細分化 さ れ，用

い られ る学 術 ・
技術用語 も多様化 し て きた 。

　 こ の よ うな 状況 に お い て ，標準記号 は ， 学術
・
技術 の

進歩 に対応 して い ない こ と，ほ とん ど使われて い な い 用

語や記号があ る こ と，新 しい 分野 が 含 ま れ て い な い こ と

な どの た め ，抜本的 な 見直 しが必要 との 結論 に な り，今

回 の 見直 し を 実施 した 。

　地 盤 工 学表記法検討委員会 が見直 しの 具体的な作業を

担当 し， 改正案を 「土 と基礎 」 1999年 3 月 号 に 公示 し ，

広 く会員の 意見を募 っ た。

　会員か ら い た だ い た意見を 含め ，地 盤 工 学 表記 法 検討

委 員会 お よ び基 準部 は 改正 案の 加筆
・
修 正 の 検討を行 い ，

最終的 に 理事会 の 審議を経 て，次ペ ージ以降に示 す 「地

盤 工 学 用語の標準記号」 を制定 （施行 日 ：平成12年 3

月 1 日） した。

　今 回 の 主 な 改 正 点な どは次 の とお りで あ る。

　  全体 に わ た っ て 見直 し作業を行い
， 使用頻度 の 高

　　 い 用 語 とそ の 記号 を選択 した。

  従来 の 「土質 工 学用 語 の 標準記号」 か ら学会 の 対

　　象とす る分野 に 合わ せ て 「地盤工 学 用 語の 標準記 号 」

　　 に 改めた 。

　  原則 と して ， 同
一

分野 の
一

つ の 記号 に対 して
一

つ

　　の 用語 と したが，複数の 用 語 が 同程度 に使 わ れ て い

　　 る場合は，複数の 用語 と した 。

　  ISO お よ び JISに お い て ，量 記号 に は 斜体 を 用

　　 い ，添字 （上 付 き，下 付 き） に は 直 立 体 の 文 字な い

　　 し数字 を用 い る 〔例え ば，S， ：飽和度，σ 1 ：主応力〕

　　 が，数 を意味 す る文字記号 の添字に は 斜体を用い る

　　 こ とに な っ て い る 〔Dn ： n ％粒径〕。従来 の 標準記

　　号 の添字の 多 くは，斜 体 を用 い て きた が，今回 の 改

　　正 で は，添字 もこ の 表記 に合 わ せ る こ とに改め た 。

　   分野 の 区分 は ，ほ ぼ 従来の と お り と し ， 新た に

　　「地震 と土 の動的性質 」，「環境 」 な どの 分野 を設 け

　　 る と と もに，現状 に合 わ せ て 分野 間 の 用語の 入 替 え

　　 を行 っ た。ま た，従来 の 各分野 の 記号は ア ル フ ァ ベ

　　 ッ ト順 で あ っ た が ，使い や す い よ うに 関連する用語

　　 順 と した 。

　  表中の 括弧は文部省の 学術用 語集 で慣用 され て い

　　る 方法 を採用 し，欄外 に 括弧 （（　），（ ），【　】〉

　　 の 意味 を示 した。

　  用 語 と標準記号の 数は ， 今 回 新 た に追加 したもの

　　が 58，一
部修正が48，削除 が 71で あ り，総数が 198

　　 で あ る 。

　記 号 の 中に は 国際的 な整 合 性 が不 十 分 な もの も含 まれ

るが ，標準化 を推進する た めあ え て 取 り上げた。こ れら

の記号 に つ い て は，次 回 見直し時に，国際的 な使用実態

等 も調査 し，検討 す る。

　標準記号 を 定め る意義 は，比 較的 よ く使 わ れ る用語 に

対 し，決 め られ た 記号 を用 い て ，不 要な混乱 を避 け る と

ともに，表記 の 煩雑性 を少な くす る こ とに あ る 。 した が

っ て ， 同 じ概念の 用語 に量記号を用 い る場合は，原則 と

して 標準記号 を 用 い て い た だ きた い 。
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地盤工 学 用 語の 標準記号

記号 表　 　示 　 　内　 　容 記号 表 　 　示 　 　内　 　容

一
　 　 　 　 　 　 　 般 砿

厂
曲率係数

五，」 長 さ
Fc 細 粒分含 有率

β，∂ 幅 ω L 液 性 限 界

H ，海 高さ ω P 塑 性限界

z ，z 深 さ ω s 収 縮限界

1），ゴ 直径 ち 塑 性指数

1〜，厂 半径
左 液 性指数

∬c コ ン シ ス テ ン シ
ー
指数

・4，σ 面 積 4 活 性度
y 体積，容積

Dr 相対 密度
’ 時間

あ 密度 指数
o 速 さ

θmax 最 大 間 隙比

α，α 加速度 θmln 最 小間隙比

9 重力の 加速 度 ρdmax 最 大乾燥密度

9n 自由落下 の標 準加速度 ρd  最 小乾燥密度

F 力
ω opt 最適 含水比

P 荷重，力
ρd。at ゼ ロ 空隙状態 に お け る乾燥 密度

障 重量 ψ 土 中水の ポテソ シ ャ ル

ρ 圧力 【単位面 積 当た り】 s サ ク シ ョ ン

辮 質量 ム 強熱 減量

σ 比重 臨 有機炭素含有量

ρ 密度 略 m 有機 物含有量

γ 単位体積重量 瓦 腐植含有量

z 慣 性モ ーメ ン ト，断面 二 次モ ーメン ト
pHpH 値

M モ ーメ ン ト 応 力　と　ひ ず み

τ 温度 σ 垂直 応力，全応 力

F。 安全率

「
σ 有効応力

主 応 力σ 1．2，3
土の 物理 ・化学的性質

σ oct 正八 面体垂直応 力

御 5 土粒子の 質量 σm 平均 主応力

”彦w 間隙水 の 質量 τ せ ん 断応力

K 土 粒子の 体積
τOC 匚 正 八 面体せ ん 断応 力

玲 水の 体積 γ せ ん断ひ ずみ

耽 空気な どの ガス 体積 ε 垂直ひ ずみ，軸ひ ずみ

聡 間 隙の 体積 ε1，2β 主 ひ ず み

ω 含水比
レ ボ アソ ン 比

ω n 自然含水比 E 弾性 係数，ヤ ン グ率，（変形係 数 ）

β 間隙比
亙 s 変形 係数 【割線 】

π 間隙率
Et 変形 係数 【接 線】

  飽和度
G せ ん 断弾性係数，剛性 率

θ 体積含水率
κ 体積 弾性係数

びa 空気間隙率 地 下 水 お よび 透 水 性

Gs 土粒子の 比重 Q，を 流量

ρs 土 粒子 の 密度 o 流速

ρt 湿 潤 密度 海 水 頭 ，水 位差

ρd 乾燥密度 々 透水 係数

ρw 水の 密度 露 動水 勾配

ρs。t 飽和密度 霧c 限界動 水勾配

γt 湿潤単位体積重量
海。 毛管上昇高「

7 水 中単位体積重量
η 粘性 係数

アw 水 の 単 位体 積重量
り 動粘 性係数

rsat 飽和単位体 積重量
s 貯留 係数

P
，
♂ 粒径 s

。 比貯留係数，比 貯留率
D

昂
η％粒径 7 透 水 量 係 数

α 均等係数
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地 下 水 お よ び 透 水 性 調　 　　 　 　　 　 査

R 影響圏 （影 響 円） 半径 N 打 撃回 数，1V値

C． ク リ
ープ比

Nd 貫入 量10cm に 要す る打撃回数 【簡易動的 コ
ー

ソ 】

哄 w ，从 w 静的貫入 抵抗 【ス ウ ェ
ーデ ソ 式サ ウ ン デ ィ ン グ】

E 蒸 発散 量
σ匚 コ ーン 指数

せ 　 ん　 断　 強 　 さ σt 先端抵 抗 【電 気式静的 コ
ー

ン 貫入試験 】

τ f せ ん 断強 さ
τ V 土 の せん断強 さ 【原位置 ベ ー

ソ せ ん断試験 】

5。，5。 非排 水せ ん断強 さ
D 密度比

CBRCBR 値
σ 粘着力
厂

‘ 粘着 力 【有 効応 力表示 】
κ 地盤係 数

Ccu 粘着 力 【圧 密非 排水 条件】
々 地盤反 力係数

σd 粘着 力 【排 水条 件】 玲，OPP 波速度

Ou 粘着力 【非排 水条件 】 馬 OsS 波速 度

φ せ ん 断抵抗 角，内部摩 擦角 L 麗 ル ジオ ン 値

φ
’

せ ん 断抵抗 角 【有効応 力表示 】
ρ 比抵抗

φ。。 せん断抵抗 角 【圧密非 排水条件 】 RQDRQD 値
せん断抵抗角 【排水条件】φd

φ。 せ ん 断 抵 抗角 【非 排 水 条件 】
斜 　 　 　 　 　 　 　 面

π 間隙圧，間 隙水 圧
MD 滑動モ

ー
メ ン ト

塩 間隙 水圧
1M「R 抵抗モ

ーメ ン ト

π a 間隙 空気圧 瓦 限界高 さ 【斜面 の 】

A 間 隙圧 係数 β 角度，傾 斜 角

B 間隙圧 係数
从 安定係数

9u
一

軸圧 縮強 さ
基 　 　 　　 　 　　 礎

∫亡 引張 り強 さ 9d，　qu 極限支持 力 【単位面積 当た り】

St 鋭敏比 9a 許 容支持 力 【単位面積当た り】

σt 圧裂引張 り強さ 丑 反力，R 値

τR 残 留強 さ
从 ，暁，1v， 支持力係数

圧 　 　 　 　 　 　 　 密 B 基礎 幅

C。 圧縮指 数
Df 基礎 の 根 入れ深 さ

C5 膨張指 数 1〜u 杭 の 極 限 支 持力

肱 体積圧 縮係数 R。 杭の 許容支持力

ρ。 先行圧 密圧 力 Rf 杭 の 周面摩擦 に よる支持 力

ρ， 圧密降 伏応 力 Rp 杭 の 先端支 持力

OCR 過圧密 比 且 P 杭先 端の 面 積

σ 圧密度
恥 杭の 重量

s 沈下 量
τ 摩擦 力度

ψ 杭 周長
圧 密係 数OvTv

時問係数
地 震 と 土 の 動 的 性 質

7 一次圧 密比 た 設 計震度

qτ 二 次 圧 密係数 M マ グ ニ チ ュ
ー

ド

土 　　 　 　　 　 　　圧 乃 減衰 定数

κ o 静止土圧 係数
T 固有 周 期

KA 主 働土 圧 係数 FL 液状 化 に 対 す る安 全率，FL値

Kp 受働土 圧 係数 R 繰返 しせ ん 断強度 比

K 側圧係数 五 繰返 しせ ん 断応力比

PA 主働土圧 の 合力 環 　 　 　 　 　 　 　 境

Pp 受働土圧 の 合力 C 濃度

ρA 主働土 圧 D 拡散 係数

ρP 受 働土 圧
κ 電気伝 導率

δ 壁 面 と土 と の摩擦 角 Eh 酸化還 元電位

SS 浮遊物 質の 量

DO 溶存酸 素量

BOD 生物化学的酸素要求量

COD 化学 的酸素要 求量

（注 ） （ ） 内は その 直前 の 語 と置 き換 え て 使い 得 るこ とを示 す。（

　　 【　】内は 説 明，あ る い は 注記 を示 す。

Febr ” ary ，2000

）内は使って もよ い 用語 を示す。
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